2013年9月7日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第9章21～34節

・勉強：第3章40,41,42節
バガヴァッド・ギーター第3章36節のアルジュナの質問について、説明しています。

無知な人ならともかく、知識があり自らも道徳的であろうとする人が、どうして過ちを犯してしまうのか?

クリシュナによれば、その原因は二つありカーマ(欲望)とクローダ(怒り)でした。

カーマという言葉には一般的な意味の「欲望」、限定的な意味である「肉欲」の二つの意味があることを覚えておいてください。

この欲望と怒りは我々の敵なのですが、その理由は我々が学習によって得た知識(正智)、経験によって得た知識(正悟)を覆い隠してしまうからでした。

第3勝38節にその様子が描写されています。

煙にまかれた炎のように、埃に覆われた鏡のように、子宮に包まれた胎児のように、人の知性も様々な欲望によって覆われている。
そして知識のある人にとって、この欲望と怒りはただ単に敵であるのではなく、「絶えず敵である」と説明しました。
無知な人は過ちを犯す時点では良心の抵抗はなく、後になってその結果が自分に跳ね返ってきたときに後悔するだけです。

いっぽう知識のある良心的な人は、自分が間違った行為をする時も、行為をした後もずっと苦しみます。

「絶えず敵である」というもうひとつの理由は、生まれてから最終的に悟るまで我々の周りにはいつも誘惑があり、そのため知識はあっても悟りに至っていない人には、堕落してしまう可能性が絶えずあるからです。
では次に、欲望と怒りの場所はどこであるかについて、第3章40節を見てください。
欲望は眼・耳・鼻・舌・身の感覚器官と心と知性を住処となし、正しい知識を覆いかくし、人の魂を迷わせる。
37節では欲望と怒りが我々の敵だという記述がありましたが、この40節ではこの二つのうち、欲望に限定して説明しています。
過ちの原因として、欲望は怒りに比べてより根本的なものなのです。

ひとつ前の39節でも、

このように、人の知性は欲望という仇敵に覆われて曇っている。そしてその仇敵とは、消えることのない欲望という火なのだ。クンティー妃の息子(アルジュナ)よ!

となっており、「怒り」という言葉は出てきていません。
なぜなら怒りの源も欲望であり、怒りは欲望が満たされなかったときに生じるからです。
ではなぜ欲望の場所を知る必要があるかといえば、それがわからないと我々は敵である欲望に抵抗できないからです。

40節は欲望の場所が感覚達(複数形)、心、知性であると述べています。

一般に人は欲望は心から生じると考えます。

サンスクリット語でカーマの他に欲望を表す言葉として、マナシージャ(Manasija)があります。
これは「心」を表すマナス(Manas)が語尾変化したものであり、「心から生じるもの＝欲望」と考えられているわけです。

似たようなサンスクリット語の語尾変化の例として、蓮の花を表すパンカジャ(Pankaja)という言葉があります。

パンカ(Panka)は池底の泥の意味であり、「泥から生じるもの＝蓮の花」なのです。
余談ですが、パンカジャ以外に同じく蓮の花を表すパドマ(Padma)という言葉のほうは、パドマ・ヨーガとして皆さんも聞いたことがあると思います。

マナシージャに話を戻すと、普通の人は欲望は心から生じると考えているわけですが、バガヴァッド・ギーターでは欲望というものをより詳細に分析していて、心以外にも感覚と知性が欲望の在処だと説明しています。
この40節では感覚器官として眼、耳、舌、鼻、皮膚が挙げられていますが、それに行動器官である手、足、語、排泄器官、生殖器官を加えた合計10の器官、そして心と知性が欲望の場所であると考えられます。
感覚器官にはそれぞれに対象があります。
感覚器官とその対象とは、眼-景色、耳-音、舌‐食べ物、鼻‐臭い、皮膚‐触るものであり、感覚がその対象に向けられた時から、問題が始まります。
感覚が対象に向けられなければ、何も問題は起こりません。

では感覚はどのようにして欲望の原因となるのでしょうか。

あなたが独りで部屋にいるとき、あまり問題は起こりません。

部屋の中では何の誘惑もないので、みんな聖者です。

ひとたび外出すると、そこには多くの感覚の対象(誘惑)が存在します。

夜の繁華街を歩くと、ネオンでライトアップされたたくさんの広告を目にします。

外に出ると自分がどれだけ欲望を抑制できるか、テストされます。
厳しい言い方をするなら、道を歩いている女性が着ている服を見て「いいな」という思いが生まれたなら、その思い自体がすでに欲望のひとつの形なのです。

深く識別、内省するならそのことがわかります。

いまの例で言えば、外出して眼で他人の着ている服を見て欲望が生まれたのであり、この意味で眼という感覚器官が欲望の原因だと言えるわけです。

また街を歩いていて料理店から食べ物の臭いがしてくると、自分からすすんでそれを嗅ごうとしなくても、臭いは自然に鼻に入ってきます。
そうすると、その店に入って食事をしたいという欲望が生まれます。

面白い音楽を耳にすると、そのCDを買いたいと思うようになります。

このように感覚器官が欲望の原因になるということは、皆さんもわかると思います。

次に心が欲望の原因であるということを説明します。
独り部屋にいて外部からの誘惑がない状態であっても、突然欲望が生じることがあります。

なぜなら前世をも含めたこれまでのさまざまな経験が、心の中に記憶としてインプットされているからです。それを思い出した途端、突然欲望が生じます。
これが心が欲望の住処であるという意味です。

感覚と心については欲望の場所であるというのはわかりましたが、ではなぜ知性も欲望の原因になるのでしょうか。

感覚や心に欲望が生じた場合、それを満たすかどうかを判断するのは知性です。
心に欲望が生じても、知性がそれを満たすことを許さなければ、問題は起こりません。
知性が欲望に抵抗しないとき、問題が起こります。

感覚が幻惑されていても、心が幻惑されていてもまだ決定的な問題にはなりませんが、知性までもが幻惑されてしまうと、我々は過ちを犯します。
感覚がその対象に引き付けられるのは、ある意味で自然なことです。

ただこの時点では、欲望はまだ我々の中に深く侵入してきていません。

その次の段階で歯止めとなるのが心です。

たとえば街を歩いていて、五感が外部からのいろいろな誘惑に晒されたとしても、考え事をしていて心がそのことで占められていたなら、感覚を通した情報は我々の心に入ってきません。

このことを抑制という観点でとらえなおせば、たとえ心が何も考えていなくても、「見ても見ず、聞いても聞かず」という態度によって心で感覚をコントロールするなら、欲望が我々の心に侵入するのを阻止することができます。

感覚を通して対象からの波動を受け取るのを、心が拒否するのです。

感覚と心に繋がりがなければ、心に欲望は生じません。
もし心まで感覚と一体化(合一)してしまうと、欲望はさらに深く侵入してきますが、その時にそれをチェックするのが知性なのです。

ある時は心で感覚をコントロールし、またある時は知性で心をコントロールするのですが、知性までもが幻惑されていたなら、知性も欲望の場所となり堕落してしまいます。
ではどのようにして欲望をコントロールするのか、41節を見てください。

バーラタ王の最も秀れたる子孫(アルジュナ)よ!　先ず己の感覚器官を統御し、正智と正悟を壊そうとする罪深き欲望を完全に消し去りなさい!

感覚は常に感覚の対象に向くので、最初は感覚のコントロールから始めてください。

いったん対象の波動が感覚を通して心の中に侵入すると、厄介なことになります。

この時に有効なイメージはみなさんご存知の、「見猿聞か猿言わ猿」です。
これは何も見ず何も聞かず一言もしゃべらないということではなく、識別したうえで何を見るか聞くか話すかを決定しなさいということです。

「感覚はコントロールしなければ我々の敵であり、コントロールできれば我々の友である」とウパニシャッドに書かれています。

感覚をコントロールするとは、感覚を悪い対象ではなく良い対象に向けるということです。
具体的には神様の像を見たり、寺院に参拝したりすることです。

感覚を完全に遮断はできませんが、霊的実践のために感覚を使う必要があります。

どうせ感覚を使うなら、それを自分を霊的に高める対象に向けることが必要です。

正しい方法で感覚を使うということが、感覚をコントロールするという意味です。

眼、耳など特定の感覚だけをコントロールするのではなく、全ての感覚をコントロールしてください。

舟底にたったひとつの穴が開いているだけで、そこから浸水して舟は沈んでしまいます。

10の器官(感覚器官、行動器官)すべてをコントロールしてください。

まずは心による感覚のコントロールから始め、次に知性で心をコントロールするのですが、最後にはその知性さえも超越しなさいというのが、バガヴァッド・ギーターの教えです。
42節を見てください。
感覚は肉体より優れ、心は感覚より優れ、知性は心より優れているが、かれ(魂)は知性よりさらに優れている。

本当の意味で欲望をコントロールするには、アートマンに到達しなければならないということです。
知性も時には欲望の場所となる可能性がありますが、アートマンは純粋であり欲望が入り込むことはできません。

アートマンを悟らないうちは、道徳的な人であっても堕落する可能性は残っているのであり、日本語にもこのことを表す「河童の川流れ」、「猿も木から落ちる」、「弘法にも筆の誤り」などのことわざがあります。

知識を持っている人も堕落することがあるということについて、ひとつの物語を紹介します。
聖者ではあるがまだ悟ってはいない、ジョイミニ(Jaimini)という人がいました。

ジョイミニは彼の師であるヴィヤーサから常々、「聖者でも堕落する可能性がある」と教えられていましたが、そのことを信じられないでいました。
ある日旅に出ていたジョイミニは森の中を歩いていましたが、夕方になり激しい雨に見舞われ、それを避けて夜泊まるために、小さく古い寺の門前にたどり着きました。

ジョイミニが寺の中に入ろうとすると、どこからともなく大変美しい女性が現れました。

ジョイミニは聖者だったのでその女性に対して、「私とあなたが二人で寺の中で泊まることはできません。どうぞあなたが寺の中に入ってください。私は外のベランダで眠ります。ただ注意してほしいのですが、この寺には幽霊が出るそうです。ですからあなたは内側から扉を閉め、明日の朝になるまで絶対に開けないでください。もしかすると幽霊は私のふりをして私の声を真似てあなたを呼ぶかも知れませんが、その時も絶対に扉を開かぬように」と言いました。
女性は礼を言って中に入り、いっぽうジョイミニはベランダで寝ていましたが、しばらくすると突然性的な衝動に襲われました。
ジョイミニはその衝動を抑えきれず、「扉を開けてください」と何度も中の女性に呼びかけましたが、彼の忠告を聞いていた女性は決して扉を開けることはありませんでした。
夜が明けてジョイミニは彼の師ヴィヤーサの教えを思い出し、「知識を持った人間が堕落することなどあり得ない」と考えていた自分が、いかに自惚れていたかを思い知りました。
すると寺の中から扉をあけて出てきたのは、昨日の女性ではなく彼の師ヴィヤーサでした。

ジョイミニを教え堕落から護るため、ヴィヤーサがグルの恩寵としてこの状況を創り出したのでした。

「感覚より心は優れ、心より知性は優れ、知性よりアートマンは優れ」と42節にありますが、一方が他方より優れているということを決定する時に、何を原理(基準概念)としているのでしょうか。

ひとつは粗大/精妙という基準です。精妙なものは粗大なものより優れています。
たとえば肉体は皮膚、肉、骨などの粗大なものから構成されています。

感覚は肉体より精妙です。肉体は触ることはできますが、感覚には触れられません。

眼球に触れることはできますが、それは感覚の器官であり、感覚そのものではありません。

耳も耳の感覚の器官です。

電気そのものは見ることはできませんが、電球などの媒体を通してその存在を感じられます。
トリグナを持つプラクリティの要素の中でも、感覚は肉体より精妙なものから作られています。
また肉体はいちばん物質的なものであり、肉体自身に認識の機能はありません。
いっぽう感覚も物質なのですが、認識することができます。
もうひとつの基準は、機能する範囲の広さです。

肉体の機能する範囲は狭く、遠くの場所に移動するにはある程度時間をかけて、一歩一歩歩いて行かなければなりません。

眼の感覚は遠い場所にある対象であっても、それに視線を向ければ一瞬で見ることができます。
また肉体は外部に存在するのに対し、感覚はより内側にあります。
肉体は一時的なものであり、せいぜい百年程度で滅びますが、感覚は肉体の死後も続きます。肉体は切断することもできるし燃やせばなくなりますが、感覚は切れないし燃やせません。

肉体を破壊するのは容易ですが、感覚は簡単に破壊できません。
銃弾や剣で肉体を傷つけるのはたやすく、また地震などの自然災害でも肉体は破壊されます。

肉体と感覚を比較しましたが、感覚と心を比べると、心は感覚よりさらに精妙な要素で作られています。
また感覚が働いている状態であっても、心が許さなければ対象からの波動は心の中に入ってきません。

感覚と心が一体化しなければ、聞いても聞こえませんし、見ても見えません。
逆に感覚が働いていなくても、心だけで遠くの出来事を感じ取ることはできます。
たとえば眼を閉じていても、遠くのものがはっきり見えます。
いわゆる超能力と言われるものです。

パタンジャリの「ヨーガ・スートラ」の中の「ヴィブーティー・パーダ」という章では、どのような瞑想の訓練によってどのような超能力が目覚めるかについて、詳細に説明されています。

テレパシーは感覚ではなく心のレベルの働きです。心は感覚よりパワフルです。
心は感覚に命令し、感覚はそれに従います。
感覚がなくても心は働きます。睡眠中夢を見るのは、心の働きです。

次に知性が心より優れている理由です。
心は感覚と一体化したり拒否したりしますが、その心に対して決定権を持つのは知性です。
心は知性に対していろいろ提案をしますが、最終的には知性が決定します。
欲望が心に生じても、それを満たすかどうかは知性が判断します。

ヴェーダーンタ哲学の考えでは、心には識別する能力はありません。

識別するのは知性(ブッディ)です。

日本語の「良心」という言葉には「心」という文字が使われているため、良心とは心の機能であるように考えてしまいますが、ブッディ＝良心であると考えてください。

心は識別できませんが、良心が識別します。
ヴェーダーンタ哲学では、知性とは良心のことなのです。
心には理解する能力はありませんが、知性は理解ができます。

科学者の発見も、心の仕事ではなく知性の仕事です。

このように知性は心より高いので、知性で心をコントロールしてください。

そしてその知性をも超越してください。

スワミ・ヴィヴェーカーナンダが大好きだったカタ・ウパニシャッドの中に、馬車を使った大変面白い説話があります。

馬車を構成する要素として、馬、手綱、御者、馬車本体、持ち主があります。

馬車と肉体、感覚、心、知性、アートマンをどう対比させるかといえば、馬車に乗っている持ち主はアートマン、馬車本体は肉体、御者は知性、手綱は心、馬は感覚ということになります。
では馬車が進む道は何に相当するしょうか?　
欲望の対象が道です。
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